
689 資料複写報告書「『Aleph』が、公安調査庁長官宛てに提出した平成21年11月15日付け
『第40回報告書』及び同22年２月15日付け『第41回報告書』の表紙、目次、団体の資
産・負債部分の写し」（平成23年６月10日付け）（証８`15）

690 調査書「被請求団体のうち『Aleph』の名称を用いて活動する内部組織における会費
の処理など」（平成23年８月４日付け）（証８`16）

691 調査書「被請求団体のうち『Aleph』の名称を用いて活動する内部組織における会費
の処理など」（平成23年11月17日付け）（証８`17）

692 調査書「被請求団体のうち『Aleph』の名称を用いて活動する内部組織における会計
処理など」（平成23年７月８日付け）（証８`18）

693 資料複写報告書「『Aleph』が、公安調査庁長官宛てに提出した平成22年２月15日付け
『第41回報告書』の表紙、目次、収益事業に係る部分の写し」（平成23年７月６日付け）
（証８`19）

694 調査書「被請求団体のうち『Aleph』の名称を用いて活動する内部組織における会計
帳簿の保管状況など」（平成23年７月６日付け）（証８`20）

695 調査書「被請求団体の会計帳簿の記載状況など」（平成23年10月17日付け）（証８`21）

696 資料複写報告書「公安調査官作成に係る平成23年２月28日付け調査書『オウム真理教
における資金データ管理の実態』の写し」（平成23年８月23日付け）（証７`35に同じ）
（証８`22）

697 資料複写報告書「公安調査官作成に係る平成23年８月11日付け調査書『インターネッ
トを通じた外部サーバーに保管されているデータ』の写し」（平成23年８月26日付け）
（証７`36に同じ）（証８`23）

698 調査書「『ひかりの輪』が、日常的に会計帳簿の基となる収入内訳の詳細が記載された
帳簿データを削除していること」（謄本）（平成23年８月３日付け）（証７`37に同じ）（証
８`24）

699 調査書「立入検査に対する被請求団体の非協力的な姿勢」（平成23年９月22日付け）（証
７`32に同じ）（証８`25）

700 調査書「被請求団体のうち『Aleph』の名称を用いて活動する内部組織が管理する『足
立入谷施設』の土地及び建物が、実質的に『Aleph』の所有する資産であると認めら
れる状況など」（平成23年９月５日付け）（証８`26）

711 主流派が麻原の家族と密接な関係を保ち活動している事実に関する報告書（謄本）（平
成23年10月31日付け）（証15）

712 過去のオウム真理教事件の刑事被告人等への裁判支援を行っている「人権救済基金」
が、主流派の内部組織であると認められる事実に関する報告書（謄本）（平成23年10月
31日付け）（証16）

713 主流派が、勧誘活動の際、団体名を秘匿するなど欺まん的な手法を用いている事実に
関する報告書（謄本）（平成23年10月31日付け）（証17）

714 上祐派が、体面を取り繕う欺まん的な体質を有している事実に関する報告書（謄本）（平
成23年10月31日付け）（証18）

715 上祐派が、公安審査委員会に提出した陳述書の作成や同派施設の賃貸借契約等に関し
て、欺まん的な手法を用いている事実などに関する報告書（謄本）（平成23年10月31日
付け）（証19）

716 主流派が、閉鎖的かつ欺まん的な手法により、活動資金を獲得している事実に関する
報告書（謄本）（平成23年10月31日付け）（証20）

717 主流派の出家した構成員が、公安調査庁による同派施設への立入検査を妨害等した事
実に関する報告書（謄本）（平成23年10月31日付け）（証21）

718 上祐派が、麻原に帰依している在家の構成員を自派の活動に利用している事実及び同
派が、いまだ麻原等に依拠している事実に関する報告書（謄本）（平成23年10月31日付
け）（証22）

719 調査書「『ひかりの輪』が『Aleph』構成員等の名簿を保管していることなど」（平成21
年６月29日付け）（証追証１）

720 供述調書「平成23年12月22日付け『供述調書』」（抄本）（平成23年12月22日付け）（証追
証２）

721 資料複写報告書「公安調査官作成に係る平成23年２月21日付け調査書『地下鉄サリン
事件被害者の息子』の写し」（平成23年12月26日付け）（証追証３）

722 資料複写報告書「公安調査官作成に係る平成23年11月25日付け調査書『【ひかりの輪】
の記者会見の状況等』の写し」（平成23年12月26日付け）（証追証４）

701 資料複写報告書「公安調査庁が、『Aleph』宛てに発出した平成22年５月28日付け文書
『報告内容の改善方について（指導）』の写し」（平成23年８月24日付け）（証８`27）

702 調査書「被請求団体のうち『Aleph』の名称を用いて活動する内部組織の貸付金など」
（平成23年８月24日付け）（証８`28）

703 資料複写報告書「公安調査官作成に係る平成23年11月11日付け調査書『土地・建物の
売買代金の支払状況』の写し」（平成23年11月17日付け）（証８`29）

704 調査書「被請求団体のうち『Aleph』の名称を用いて活動する内部組織における施設
の使用状況など」（平成23年１月17日付け）（証８`30）

705 主流派の施設における麻原の写真の掲示等、同派が麻原を帰依の対象としていること
を示す事実に関する報告書（謄本）（平成23年10月31日付け）（証９）

706 本団体構成員が、麻原を帰依の対象としていることを示す事実に関する報告書（謄本）
（平成23年10月31日付け）（証10）

707 松本及び地下鉄サリン事件に関与した死刑確定者新實智光及び刑事被告人中川智正並
びに地下鉄サリン事件に関与した死刑確定者横山真人が、現在も本団体の構成員であ
ると認められる事実に関する報告書（謄本）（平成23年10月31日付け）（証11）

708 上祐が、現在も上祐派の役員といえる事実及び同派が上命下服の独自の閉鎖社会を構
築している事実に関する報告書（謄本）（平成23年10月31日付け）（証12）

709 主流派の構成員が、同派の教義は地下鉄サリン事件当時と全く変わらないなどと述べ
ている事実及び上祐派の構成員が、麻原が説いた教義を正しいものと認識している事
実に関する報告書（謄本）（平成23年10月31日付け）（証13）

710 主流派の出家した構成員が、信徒勧誘の際、過去のオウム真理教による事件をマスコ
ミのでっち上げであるなどと主張していることなどの事実に関する報告書（謄本）（平
成23年10月31日付け）（証14）
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